
令和７年度八戸大使ふるさとセミナー報告書

豊嶋

校長先生から豊嶋さんの紹介があり、セミナーがスタートしました。

実は、豊嶋さんは八戸小学校の卒業生！

その情報に会場中にどよめきが起こりました。

１

●開催校 八戸市立八戸小学校

●日 時 令和７年10月28日 9：20～10：10

テーマ 「勇気・イマジン・愛」

校長先生からのご紹介

START

●参加者 全学年244名

氏裕子ピアニスト

校長先生の紹介が終わり、豊嶋さんが児童たちの前へ。

「これから何曲か演奏しますが、自由に踊ったり、演奏に合わせて歌ったりして

演奏に参加してください！」

豊嶋さんからの呼びかけに、児童たちは早速やる気満々です。

豊嶋さんは「美女と野獣」「カントリーロード」の2曲を続けて演奏くださいました。

演奏後、豊嶋さんが曲のタイトルを伝えると、

「知ってる！」「聴いたことある！」と児童たちは大興奮。

誰もが知る有名な曲から



次に演奏いただいたのは、「アンダー・ザ・シー」

ディズニーの名曲に、会場は盛り上がります。

ピアノ演奏に、海の中にいる雰囲気を出したいと、

「演奏のときに魚になってくれる人？」と豊嶋さんから提案がありました。

この提案に児童たちは恥ずかしがらずに体育館の中央へ。

演奏が始まると、寝そべって動く子や両手を大きく使って動かす子など

みんなが思い思いの魚を表現しました。

その他の児童たちも手拍子で演奏に参加。会場中にぎやかです。

曲の雰囲気に合わせて表現

今度は打って変わって静かな曲。

「スノーマン」という、雪だるまの物語の曲です。

物語に出てくる子供役と雪だるま役を児童にお願いし、演奏します。

児童たちは物語の中で描かれている『楽しく手をつないで空を飛ぶ様子』を表現。

優雅で静かな雰囲気を感じることができました。

２



３

次の曲は、マツケンサンバ。

サンバは、ブラジルのある地域の民謡と異文化のジャズを

組み合わせてつくられたもの。

サンバのリズムには癒し効果があり、聞くだけで気分が上がるそう。

豊嶋さんは

「みんなで自由に踊って、音を鳴らして、演奏に参加してください！」

と会場中の参加を希望。

それに応えるように児童たちも楽器を持つ子や

踊るために中央に集まる子など準備万端の様子。

演奏が始まると、楽器の音や歌声で会場は大盛り上がり！

踊りが得意な先生も参加して、会場はさらに盛り上がりました。

みんなで演奏に参加

元気に合唱

マツケンサンバの興奮冷めやらぬ中、今度は合唱です。

歌う曲は「夢をかなえてドラえもん」

演奏が始まると、みんな喜びながら歌う準備をします。

歌いだすと、児童たちの元気いっぱいの歌声に豊嶋さんも驚いた様子。

上手に歌い上げました。

演奏が終わると、豊嶋さんも

「すごい！素晴らしかった！」と大喜びでした。



END
４

豊嶋さん、ご講演ありがとうございました！

最後の言葉

セミナーが終わり、代表の児童から

「知らない曲も聴けて楽しかった」

「校歌以外で全学年で合唱することがないからとても印象に残った」

と感想、お礼の言葉があり、セミナーが終わりました。


